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　さしあたり Oxford English Dictionary（OED, first pub., 1933）の individual の項
目をみると，individual は，中世ラテン語の individuus に由来し，in（not）＋
dividuus（divisible）として「分割できない indivisible, inseparable」という意




　　１．分割されえないもの，分割できない存在（That which cannot be divided; 
the indivisible; an indivisible entity）
２．（論理的に）ある種に属するメンバー（A member of a species）
３．個性的な人物あるいは独特な事物（An individual person or thing）
個人主義とヒューマニズム （ 77 ）
　これは，遠くはアリストテレスに始まり，スコラ哲学を通して練り上げら
れた伝統的な個体（個物）概念の意味を示しているといえよう。
　そこで次に最新の用法をみてみる。New Oxford American Dictionary（第２版，
2005）の “individual” の項目をみると，名詞としての主要な（現代的な）意味
として次の三つが示されている。
　　１．集団や階級，家族とは区別される一人の人間（a single human being as 
distinct from a group, class, or family）
２．ある集合の一員（a single member of a class）












　もう一つ他の現代英語辞典をみよう。Longman Dictionary of Contemporary 





considered separately from the rest of the group or society that they live in）
　　２．特別な人，とりわけ何らかの点で独自な人物（a person of a particular 






































































　つまり基本的に日本語では，ヨーロッパ語の individuum, individual のもつ
①と②の意味は弱いことがわかるのである。総じて日本語の「個人」は「一
個の人」という意味でしかないといえよう。明治時代になってヨーロッパ語







































































































































にも，この individual と individualism の両語は簡単に結びつけて論じること
はできないとされる。individual についてはすでにみてきたとおりであるが，
































られた。この言葉は 1833 年にトクヴィル『アメリカの民主政治 De la 




対して擁護された。（Historisches Wörterbuch der Philosophie, Baser Stuttgart, 1976
の Individualismus の項目）
　また，Herman Paul, Deutsches Wörterbuch, 1966 によると，ドイツでは
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のすべての人格における人間性を
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